
学校関係者評価

達成度 評価 ○

適切
△

まあまあ

×
不適切

コメント

知

○基礎基本の
学力の定着を
図る。

・加計小学習の基本スタイルをつく
り、全校で取り組む。
・県の事業「特別支援教育の考え方を
生かした個別最適な学びプロジェク
ト」を活用し、授業改善を行う。
・自由進度学習＋協調学習＋個に応じ
た指導＝加計小型自由進度学習の確立
をめざす。
・学年ブロック会の充実を図り、常に
相談、連携、協力できる横のつながり
をつくる。

・単元末テストに
おいて、正答率
80％以上の児童の
割合。

・標準学力調査で
評定２以上をとる
児童の割合。

教務部

75%
以上

70%
以上

徳

○自己指導能
力の育成を図
るとともに、
思いやりの心
を育てる。

・委員会活動の中で「加計っ子五つ
の約束」(挨拶・返事・履物そろ
え・黙動・時間)についてプロジェ
クトを立ち上げ、全校で取り組む。

・縦割り班活動の活性化を図り、学
年を超えた交流活動を工夫する。

・i-checkにおける
「自己肯定感」の
スコア80％以上の
児童の割合。

・i-checkにおける
「思いやり」のス
コア80％以上の児
童の割合。

生徒
指導部

80%
以上

体

○体力の向上
を図り、心と
体を整える。

・新体力テストの課題のある項目に
対する重点的な取組を通して体力の
向上を図る。
　体力テスト（5月）課題項目の決
定
　再体力テスト（10月・1月）
　　　　　　　　指標の成果の確認

・新体力テスト
の課題とした項
目において、前
回の自己記録を
上回った児童の
割合75％以上

保健体
育指導
部

75%
以上

信

頼

さ

れ

る

学

校

○教職員一人
一人が「やり
がい」をもっ
て学校運営に
参画する。

・学年ブロック会・分掌部会等の横の
つながりを大切にして協力して仕事が
行えるようにする。お互いを知り、自
分の役割を果たすと共に、しっかりコ
ミュニケーションをとり、子ども達の
指導にあたっていく。
・Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム等を有効
に活用し、情報の共有化を図り、教職
員が同じ方向に向かって仕事が行える
ようにする。
・マーチングバンド・加計小百句苑・
キャリアボード（1年間で出会った方々
の見える化）で地域とのつながり、開
かれた学校づくりを推進していく。

加計小業務改善ア
ンケートにおいて
「自分の業務にや
りがいをもててい
る」「頼りになる
同僚がいる」のそ
れぞれの項目にお
ける肯定的評価の
割合。

総務部
85%
以上
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令和５年度　学校評価自己評価表

評価指標(評価方法） 担当 目標値

教科等での学び
を充実させ、生
きる力の基礎と
なる学力を身に
付けた児童を育
成する。

目標達成のための計画短期経営目標

評

価

基

準

　達成率が９０％以上

　達成率が８０％以上９０％未満

　達成率が６０％以上８０％未満

　達成率が６０％未満

自他を尊重する
豊かな人権感覚
を持った児童を
育成する。

健康・安全への
知識と意識を持
ち、自らの生活
をよりよくする
実行力のある児
童を育成する。

地域とつなが
り、教育実践を
通して信頼され
る学校を構築す
る。

中期
経営目標

自己評価(中間）

改善方策

評価(適切かどうか）

学校教育目標

気づいて 考えて やってみる！

― 自分を大切に 人を大切に 力を合わせて ―

めざす子供像

○ チャレンジする子

○ 思いやりのある子

○ 考え学び合う子

めざす教職員像

○ 確かな授業力を持つ教職員

○ 豊かな人間性を持つ教職員

○ 愛情と使命感に満ちた教職員

めざす学校像

○ 子供が主役の学校

○ 出会いと感動のある学校

○ 地域と共に歩む学校
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